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日
郡
行

昔
発
遠
胴
県
町

月
岡
巻

毎
福
水

〝
高
齢
者
の
た
め
の
体
力
づ
く
り
れ

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

　

の

講

習

会

を

開

催

○

ｌｌｌ皿皿Ｉｌｌｌｌｌｌｌｌｌｕｌｌ

お
年
寄
り
の
か
た
に
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
わ

ぅ
と
、
六
月
二
十
七
二
一
十
八
日
の
両
日
、
欧
州
で
盛
ん

な
球
技
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
改
良
し
た
「
ク
ロ
ッ
ケ
ー
」
の
講

習
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
に
参
加
し
た
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
初

め
て
試
み
る
球
技
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
指

導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
を
「
高
齢
者
の
た
め
の
体
力

づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
普
及
さ
せ
、
将
来
は
大
会
も
催

す
予
定
で
す
。

町の人口

（52年5月禾現在）

人　口　24，914

男12，060

女12，654

世帯数　7，428

ＪｍＩｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ
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劇
腕

郡
民
体
育
大
会

水
泳
大
会

◇
期
日
　
7
月
3
1
日

◇
会
場
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

プ
ー
ル

◇
参
加
対
象
・
年
齢
・
区
分

・
青
年
の
部
　
1
8
歳
～
2
8
歳
、

昭
和
2
4
年
4
月
1
日
以
降
に
出

生
し
た
も
の

・
一
般
の
部
　
2
8
歳
～
3
9
歳
、

昭
和
1
3
年
～
昭
和
2
4
年
3
月
3
1

日
以
前
に
出
生
し
た
も
の

・
壮
年
の
部
　
4
0
歳
以
上
、
昭

和
1
2
年
1
2
月
3
1
日
以
前
に
出
生

し
た
も
の

◇
競
技
種
目

自
由
形
、
乎
泳
、
バ
タ
フ
ラ

イ
、
背
泳
、
リ
レ
ー

◇
出
場
制
限

、
1
人
2
種
目
以
内
、
た
だ
し

リ
レ
ー
を
除
く

√1～、

◇
申
込
期
限
　
7
月
1
5
日
　
1
1

◇
申
込
み
　
町
教
育
委
員
会
に
申

込
み
く
だ
さ
い
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曙尉嘲弛始

年
々
　
参
加
者
が
増
加

今

年

も

七

百

人

が

参

加

六
月
二
十
六
日
、
町
民
体
育
競
技
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。今
年
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
剣
道
の
三
種
目

が
町
内
の
各
会
場
で
行
な
わ
れ
、
参
加
人
員
も
七
百
余

人
と
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
の
参
加
者
で
、
各
会
場
と
も

熱
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

伊
左
座
小
講
堂
で
行
わ
れ
た
小
学
生
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

『
ｔ

、

．

．

、

．

て

．

ヽ

1

．

．

〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕

・
小
学
女
子
の
部

優
勝
　
頃
宋
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
吉
田
団
地
Ａ
チ
ー
ム

最
優
秀
賞
　
大
山
雅
美
（
頃
未
）

敢
闘
賞
　
名
倉
美
保
子
（
吉
田
団

地
）
・
中
学
男
子
の
部

優
勝
　
猪
熊
チ
ー
ム

準
優
勝
　
高
松
区
チ
ー
ム

・
中
学
女
子
の
部

優
勝
　
高
松
区
チ
ー
ム

準
優
勝
　
頃
末
チ
ー
ム

最
優
秀
賞
　
高
山
純
子
（
高
松
区

敢
扁
賞
　
山
本
美
穂
（
頃
末
）

殊
勲
賞
　
中
西
噸
子
（
高
松
区
）

・
一
般
女
子
の
部

優
勝
　
下
二
チ
ー
ム

ｌ
準
優
勝
　
頃
末
チ
ー
ム

〔
卓
　
球
〕

二
股
男
子
の
部

優
勝
　
後
藤
　
勇
（
二
町
任
）

一
二
位
尾
山
康
弘
（
猪
熊
）

・
一
般
女
子
の
部

優
勝
　
田
中
玲
子
（
古
賀
区
）

二
位
　
稲
田
ま
り
子
（
苫
田
団
地
）

・
中
学
男
子
の
部

優
勝
　
真
鍋
裕
章（み
ず
ほ
団
地
）

二
位
　
上
田
　
朱
（
吉
田
）

・
中
学
女
子
の
部

、
　
　
優
勝
　
伊
藤
美
香
　
㌧

二
位
　
後
藤
信
子

〔
剣
　
道
〕

・
初
段
の
部

優
勝
　
白
石
秀
夫
（
下
二
町
任

二
位
　
迫
村
勇
二
（
折
尾
）

・
二
、
三
段
の
部
（
二
十
歳
代
）

優
勝
　
盾
水
府
徳
（
立
屋
敷
）

二
位
　
増
永
龍
矢
（
折
尾
）

・
二
、
三
段
の
部
（
三
十
歳
代
〕

優
勝
　
山
口
信
義
（
頃
末
）

二
位
　
北
川
弘
夫
（
頃
宋
）

・
四
、
五
段
の
部

優
勝
　
永
野
勝
久
（
芦
屋
）

二
位
　
鈴
木
政
人
（
頃
末
〕

・
団
体
職
（
紅
白
勝
抜
戦
）

紅
軍
大
将
の
こ
し
優
勝

2
人
抜
　
川
端
憲
三
（
樋
口
）

2
人
抜
　
上
原
哲
治
（
頃
末
）

2
人
抜
　
原
田
宗
車
（
猪
熊
）

6
人
抜
　
清
水
昭
徳
（
立
屋
敷
）

7
人
抜
　
永
野
勝
久
（
芦
屋
〕

、がけ崩れ防災の心得　日頃の注意と心がけ

こんなことはやめましょう

水をたれ流したり
がけの上に水をた
めたりすること

がけを不安定に
するような構造
物を作ること

ｔ　†

がけ下を切ったり、がけの上に土を
盛るなど、がけに手を加えること（
特にがけのそばに家を新築したり増
築したりする場合に注意すること）。
又、斜面の畑耕作が災害を大きくす
る場合がありますので、畑耕作する
時は十分考えること。

ｌ※崩壊危険区域でどうしても上記のような行為を必要とする場合は
知事の許可を必要とする場合があるのでご相談下さい。
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受消
験防
準設
備傭
講士
習試
会験

消
防
設
備
士
試
厳
の
受
験
者
の
試
験

準
備
の
た
め
の
講
習
会
が
次
の
と
お
り

行
な
わ
れ
ま
す
。

◇
講
習
日
時
（
2
日
間
）

・

8

月

6

日

　

1

0

時

～

1

7

時

・

8

月

7

日

　

1

0

時

～

1

5

時

◇
講
習
場
所
　
岡
垣
町
海
老
津
、
岡
垣

町
東
部
公
民
館

◇
受
講
料
　
4
千
円

◇
テ
キ
ス
ト
代
　
3
千
7
百
8
0
円

◇
受
付
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
◇
受
付
期
間
　
7
月
1
Ｒ
Ｔ
（
7
月
2
0
日

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
遠
賀
郡

消
防
本
部
予
防
課
（
含
0
9
3
2
9
・

3

・

1

2

3

1

）

　

へ

。

一
暴
走
族
を
追
放
し
よ
う
こ

折
尾
警
察
署
で
は
六
月
五
日
深
夜
、

立
屋
敢
交
差
点
か
ら
黒
崎
闇
の
国
導
二

号
線
を
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
、
急
発
進
、
急

停
車
、
ま
た
は
、
タ
イ
ヤ
を
き
し
ま
せ

、
刹
込
み
な
ど
悪
質
危
険
な
暴
走
行
為

を
す
る
車
輌
の
一
せ
い
取
締
り
を
、
全

署
員
を
動
員
し
て
実
施
し
、
暴
走
行
為

者
を
逮
捕
（
検
挙
）
す
る
と
と
も
に
、

乗
用
者
及
び
自
動
二
輪
車
の
違
反
車
輔

二
十
台
を
押
収
し
ま
し
た
。

折
尾
署
で
は
そ
の
後
も
毎
週
末
（
深

夜
）
に
は
、
全
署
員
を
動
員
し
て
、
暴

走
行
為
根
絶
の
た
め
厳
重
な
取
締
り
を

継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

暴
走
族
追
放
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
暴
走
行
為
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

見
に
行
か
な
い
。

○
法
定
の
手
続
き
に
よ
ら
ず
革
を
改
造

し
た
り
、
幅
広
タ
イ
ヤ
な
ど
を
つ
け

な
い
。

○
暴
走
行
為
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
や
グ
ル
ー
プ

に
は
加
入
し
な
い
。

福
岡
県
警
察
官
募
集

◇
採
用
予
定
人
員
　
8
0
人

◇
受
験
資
格
　
大
学
（
短
大
を
除
く
）

の
卒
業
者
、
ま
た
は
、
昭
和
5
3
年
3

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。
昭
和

2
5
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
3
1
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
。

◇
受
付
期
間
　
6
月
2
1
Ｒ
∵
‘
7
月
2
0
日

◇
試
験
日

・
第
1
次
試
験
　
8
月
7
日

・
第
2
次
試
験
　
9
月
上
旬

◇
試
験
場
　
福
岡
市
西
区
茶
山
、
城
南

高
等
学
校

◇
申
込
み
と
問
合
せ
　
福
岡
県
下
の
各

警
察
署
・
派
出
所
・
駐
在
所

有
猟
者
講
習
会
ｉ

◇
日
時
と
場
所

・

7

月

3

0

日

、

8

月

1

1

・

1

2

日

・
北
九
州
市
勤
労
者
会
館

◇
必
要
な
も
の

Ｔ
Ｖ

・
申
込
者
　
1
通

・
写
真
　
　
1
枚

・
受
講
手
数
料

・
初
心
者
（
甲
種
除
く
〕
2
千
円

・
　
ク
　
（
甲
種
）
　
干
5
百
円

・
経
験
者
　
　
　
　
　
　
千
円

◇
申
込
方
法

講
習
会
の
5
日
前
ま
で
に
八
幡
農

林
事
務
所
に
必
要
な
も
の
を
そ
ろ
え

て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
農
林
事

務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

首
謡
講
習
皇

夏
の
夜
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
盆

踊
り
の
曲
目
も
兼
ね
て
楽
し
い
民
廟
講

習
会
を
開
き
ま
す
。
多
数
参
加
く
だ
さ

い
。
◇
日
時
　
7
月
2
1
日
、
1
8
時
3
0
分
か
ら

◇
会
場
　
水
巻
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー

◇
講
師
　
英
聖
峰
先
生
（
コ
ロ
ン
ビ
ア

レ
コ
ー
ド
専
属
）

◇
曲
目
　
日
本
太
鼓
、
尾
鷲
節
、
一
休

さ
ん
、
日
本
ば
あ
ち
ゃ
ん
音
頭
、
島

甚
句

1
訂
正
－

就
学
奨
励
援
助
費
の

収
　
入
　
認
　
定
　
額

広
報
み
ず
ま
き
4
月
1
0
日
号
で
、
「

経
済
的
に
困
難
な
か
た
義
務
教
育
に
必

要
な
就
学
費
を
援
助
し
ま
す
」
の
見
出

し
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
就
学
援
助

費
の
年
収
額
を
、
夫
4
5
歳
、
妻
4
0
歳
、

子
供
中
学
1
年
生
1
3
歳
、
小
学
4
年
生

1
0
歳
の
家
庭
の
と
き
年
収
入
が
百
4
9
万

1
千
円
程
度
の
、
こ
の
金
額
は
年
収
2

百
1
2
万
3
千
円
程
度
の
誤
か
で
し
た
の

で
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

家
族
の
講
成
や
収
入
に
よ
り
多
少
の

増
減
が
あ
り
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
こ

と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
教
育

委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

⑳　　　‥
一
一
．
‥
一
．
．
1
〕三≡二〇二二

－子　ど　も　を

水難事故から守ろう－

夏は水の季節です。

毎年水難事故により幼ない子どもの命が失なわ
れています。

このような事故は、大人のちょっとした注意に

よって防げるものです。次のようなことに注意し

て子どもを水難事故から守りましょう。

○子どもだけで泳ぎに行かせない

○天気の惑い日は泳がせない

○泳ぐ前には必ず準備体操をさせる

○長時間泳がせないようにし、途中で必ず休憩を

とらせ、る

－花火による

火災を防ぐには－

夏はまた、花火のシーズンでもあります。

最近では、花火の消費量の増加とともに不始末

による事故も多くなっています。花火は子どもに

とって稟しみのひとつですが、その扱い万を間違

′えたり、注意を怠ると火災やけがなど大きな事故

につながります。
ｌ

花火による火災を防ぐには－

○説明書を良く読んでから行う

○必ず大人といっしょに花火をする

○花火をすると．き隼、場所や気象状況を考えてか
ら行う　　ｔ

Ｏ途中で火が消えても、すぐにのぞかない

○花火の火薬を取り出したり、他の火薬と混ぜ合

せたりしない

○使い終った花火やマッチは、水バケツに入れて

完全に消す

ｙＨＺｌｌｌ日日ｌｌＬ川ｌｌＨＬｌｌｌ）ＬＩＩｌｌ11ＨＨＩＩＨＩＪＪＩＥＩＨＬＨＩＨｌｌｌｌｌｌｍｌ11ｌｌｌｌ）ｌＥ］ｌｌｌＪｌｌＪｌｌ川”ＨｌｍｌＩ”ＭＩｌｌｌｌＩＩＭｌｌ＝ｌ‖

火事と救急は
11

遠賀郡消防署

督691－0119番

局番なしの119番は、北九州市

消防局につながります。
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国土調査

隣
接
所
有
者
と
話
し
合
い

境

界

線

を

明

確

に

町
で
は
大
字
頃
末
地
区
の
国
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土
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
大
切
な
こ
と
は
各
所
有

者
間
の
境
界
の
確
定
で
す
。
も
し
現
地

に
境
界
を
明
示
す
る
境
界
杭
な
ど
が
な

く
、
お
互
い
の
境
界
を
確
認
し
て
い
な

い
よ
う
で
し
た
ら
、
至
急
隣
接
所
有
者

と
協
議
し
て
境
界
を
確
認
決
定
し
、
境

界
杭
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
山
林
・
原
野
な
ど
雑
木
な
ど

の
密
生
し
て
い
る
境
界
線
は
早
め
に
刈

払
い
を
し
て
、
境
界
を
明
ら
か
に
し
て

く
だ
さ
い
。
（
境
界
杭
は
国
土
調
査
係

で
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
〕

一
筆
調
査
｛
現
地
調
査
）
の
立
会
日

時
は
、
個
人
あ
て
に
後
日
通
知
し
ま
す

が
、
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
産
業
課
国
土

調
査
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

問
題
が
あ
れ
ば

実
施
委
員
会
に

町
道
水
路
や
国
有
地
関
係
の
境
界
に

つ
い
て
は
、
実
施
委
員
会
と
関
係
官
庁

が
確
認
を
し
て
決
定
し
ま
す
の
で
、
問

題
が
あ
れ
ば
事
前
に
実
施
委
員
会
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

頃
未
地
区
の
実
施
委
員
会
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

山
下
勝
、
甲
斐
轟
、
武
居
金
男
、
木

原
秋
雄
、
和
田
健
男
、
山
本
寛
幸
、
渡

辺
キ
ヱ
、
桑
村
金
蔵
、
井
塚
友
三
郎
、

浦
田
静
て
久
保
田
臭
、
武
尾
友
敏
、

末
岡
金
市
、
安
部
久
弥
、
山
本
馨

猪
熊
グ
ラ
ン
ド

7

月

1

日

か

ら

開

放

申
込
み
は
教
育
委
員
会
へ

猪
熊
グ
ラ
ン
ド
使
用
規
程

◇
開
閉
時
間
6
時
～
1
9
時

◇
使
用
料
（
1
時
間
）

町
内
　
7
百
円

町
外
　
2
千
円

ｌ
、
猪
熊
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
を
申
し
込

む
と
き
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
よ

り
町
教
育
委
員
会
に
申
し
込
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

2
、
使
用
料
は
申
込
み
と
同
時
に
払
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
他
く

わ
し
い
こ
と
は
、
町
教
育
委
員
会
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
の
勉
強
は

涼
し
い
学
習
室
で

暑
い
夏
に
あ
な
た
も
涼
し
い
と
こ
ろ

で
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
、
町
立
学
習
等
供
用
施
設
（

古
賀
区
第
三
保
育
園
二
階
）
を
今
年
も

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
夏
休
み
期
間

中
開
放
し
ま
す
。

冷
房
を
完
備
し
、
ま
た
、
よ
り
一
そ

う
図
書
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
「
勉
強

の
手
伝
い
を
す
る
学
習
室
」
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
古
賀
区
水
巻
町
立
第
三
保
育

園
二
階
（
学
習
等
供
用
施
設
）

◇
使
用
日
　
7
月
2
1
日
～
8
月
3
1
日

◇
休
館
日
　
日
曜
日
お
よ
び
8
月
1
5
・

1
6
日

◇
使
用
時
間
　
8
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

◇
使
用
料
　
無
料

◇
保
有
図
書
　
国
民
百
科
辞
典
、
一
般

辞
書
、
日
本
の
歴
史
、
算
数
の
痍
険

、
学
習
カ
ラ
ー
百
科
他
、
水
巻
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
寄
贈
書
籍

今
年
度
追
加
　
こ
ど
も
日
本
風
土
記

全
2
5
巻
、
棲
準
原
色
図
鑑
全
集
2
1
巻
、

合
計
4
百
は
冊

乳
幼
児医

療
証
の
切
替
え

七
月
一
日
か
ら
乳
幼
児
医
療
証
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
が
、
六
月
二
十
二
日

か
ら
行
な
っ
た
切
替
え
を
し
て
い
な
い

か
た
が
多
数
み
ら
れ
ま
す
。

切
替
え
を
し
て
い
な
い
と
以
前
の
医

療
証
で
は
使
え
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
切
替

え
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
切
替
え
で
毎
年
行
な

っ
て
い
た
医
療
証
の
切
替
え
は
靡
止
さ

れ
、
医
療
証
の
有
効
期
限
は
滞
三
歳
に

達
す
る
月
の
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

◇
切
替
場
所
　
老
人
児
童
課

◇
持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
、
保
険
者
証

魯愛の献血にご協力を

7月1日から1か月間、全国で愛の献血運動が

行われています。

夏醇になると交通事故の多発などによって輸血
1

用の血液が不足しがちです。

お互いを守るために、進んで献血に協力しまし

ょう。

献血にご協力くださったかたには、献血手帳を

、差し上げます。

こ甲献血手帳によって全国どこででも優先的に、

しかも漑料で輸血を受けることができます0

なお献血のできる人の条件は次のとおりです0

、瀾16歳単上65歳未満の人、体重が男子45敏女

子40毎以上の人、血圧が100畑から200融までの人、

ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長

伊
　
藤

衛

門

［γ‾＼

綱・・

集

水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1

4
3
Ｌ
Ｐ
）
．
　
□
　
印
　
刷
　
冷
　
牢
　
田
　
印
刷
合
資
会
　
社

ｒ‾

∴・血液の比重が11052以上の人ｏｔ

◇日時　　7月22日、10時～16時

◇献血場所　水巻町町民会鰯

，◇採血者　日本赤十字北九州血液センター

計曜在宅医

≒7月10日坂口医院婦人科頃宋　691・2943≡

17日、前原医院　内児科樋口　691・0553号

挙日　楠本医院内児科頃末　691・2873蔓

3桓永松医院耳鼻科頃末　691・0386享
ｌ

享　診察時間9時～17時、原則として往診はしません。享
号．．．叩・1…ｌ岬・・…1．．．1Ｉｌ．．朝1．。Ｉｌｌｌｌ ＵＩｌｌｌｌ　叩．ｒ


